
助
成
事
業
を
利
用
す
る
に
は

助
成
事
業
を
利
用
す
る
に
は

助助
成成
事事
業業
をを
利利
用用
すす
るる
にに
はは

市
で
は
、
国
際
交
流
を
行
う
個
人
や
団
体
に
対
し
、
研
修
に
か
か
る

渡
航
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
、
国
際
協
調
の
精
神
を
養
う

た
め
の
国
際
交
流
研
修
を
１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
を
、
４９
件
の
べ
３
５
７
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
国
外
で

研
修
す
る
中
学
生
・
高
校
生
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
今
年
は
国
外
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
計
画
さ
れ
た
か
た
に
も
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
「
国
際
交
流
研
修
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対

象
中
学
生
以
上
の
か
た
が
参
加
す
る
国

外
で
の
国
際
交
流
研
修

※
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
観

光
を
主
な
目
的
と
す
る
旅
行
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
の
額

対
象
経
費
の
３
分
の
１

※
対
象
経
費
と
は
国
際
交
流
研
修
に
か

か
る
受
講
料
、
通
訳
料
、
教
材
費
、

渡
航
費
用
、
国
外
滞
在
に
か
か
る
宿

泊
料
、
移
動
費
を
い
い
ま
す
。

限
度
額

１
人
の
場
合

１０
万
円

２
人
以
上
の
場
合

（
１０
万
円
×
人
数
＋
１
０
０
万
円
）を

８
で
割
っ
た
額
。
そ
の
額
が
１
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
は
１
０
０
万
円

そ
の
他

帰
国
後
、
結
果
報
告
、
助
成
金
を
使

用
し
た
領
収
書
の
写
し
、
交
流
が
分

か
る
写
真
、簡
単
な
感
想
文（
次
ペ
ー

ジ
の
体
験
記
を
参
照
く
だ
さ
い
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
け
付
け

研
修
実
施
日
の
１４
日
前
ま
で
に
、
企

画
振
興
課
に
あ
る
申
請
書
類
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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ご
利
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い
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国
際
交
流
研
修
助
成
事
業

国国
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流流
研研
修修
助助
成成
事事
業業

平平成成１１５５年年度度秋秋田田県県高高校校生生海海外外研研修修にに参参加加ししたた富富樫樫渉渉ささんん
（（大大館館鳳鳳鳴鳴高高等等学学校校１１年年・・前前列列右右かからら２２番番目目））

年度別国際交流研修助成件数・人数


